
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞
　 清掃で集めた落ち葉や抜いた草が腐葉土になることを知らせる活動を行い、落ち葉や抜いた
草が有効に利用されていることを理解し、土づくりを行うことができた。たくさんの幼虫がいること
から、栄養豊かな土ができたことが分かった。

　 自分たちで作った腐葉土を使って、全校生で植える「ふれあいの花」をプランタ３０鉢以上に美し
い花を咲かせることができた。

報　　告　　書

　自分たちで作った腐葉土を使い、プランタ３０鉢に美しい花を咲かせ
よう。

学校・地域環境保全コース

多度津町立多度津小学校

緑化委員会

   多度津小学校緑化委員会は、ウサギの飼育と学級園の整備をがんばっています。ウサギの糞や
草などで腐葉土を作り、美しい花をたくさん咲かせようとがんばっています。

　腐葉土をたくさん作り、その土を使って学級園の花を咲かせよう。

年間2回ペア学年の取り組みで 「ふれあいの花」を植えています。美しい花を咲かせる

ためには土づくりが大切だと考え、11月の2回目に間に合うように土づくりを行いました。

委員会で話し合い、土作りが大事であることを知り、「糞やえさの食べ残し→堆肥→美しい

花が咲く」ということを調べて、土づくりにいかしました。

ペア学年で、花を植えました。植えた花は玄

関に飾り、学校を華やかにしてくれています。

堆肥や腐葉土を掘り起こし、土に混ぜていま

す。いろいろな虫が出てきて驚きました。すみか

になっていることが分かりました。


